
 

平平成成 3300 年年度度通通常常総総会会・・全全国国研研究究集集会会のの日日程程  

平成30年5月9日現在 
期 日：平成30年６月27日（水）・６月28日（木） 
 
会 場：東京ウｨメンズプラザ（東京都渋谷区神宮前5-53-67） 
 
後 援＜予定＞：国立国会図書館（公社）日本図書館協会（国研）科学技術振興機構（一社）情報科学技術協会 

６ 

月 

27 

日 

 

(水) 

時  間 事 項 行 事 内 容 会  場 

通常総会  

12:30～13:00 総会受付 
 

 

ホール 
13:00～14:00 

 
総会・表彰式 

 

 

 全国研究集会   

総合テーマ『 “情報氾濫社会”における専門図書館の価値を考える 』 

社会における情報の生産・蓄積・共有化がますます進んでいくなか、情報の「量」が爆発的に増大している

ことが、社会における“情報の氾濫”を生み出しており、それは、わたしたちの“知”を取り巻く環境にもさ

まざまな影響を及ぼしている。たとえば、「フェイクニュース」ということばの登場や、玉石混淆の「情報ま

とめサイト」（キュレーションサイト）の簇生は、情報リテラシーに対する意識の高まりをもたらす一方で、

知的生産に有効かつ正確な情報を入手することの難しさや複雑さを浮き彫りにさせることにもなった。未だ有

効な対策が十分に見出されていない“情報氾濫社会”において、“知”の発見・創造・蓄積・共有・発信を支

えている専門図書館に求められる価値とはなにか、専門図書館の存在意義とはなにか、を考える研究集会とし

たい。 

 

14:10～14:40 

 

開会式 
 

 
開会挨拶   石田理事長 

来賓挨拶   国立国会図書館 館長 

来賓紹介  (公社)日本図書館協会 理事長 
      （一社）情報科学技術協会 会長 
      東京ウィメンズプラザ 所長 
メッセージ  米国専門図書館協会(ＳＬＡ) 

韓国専門図書館協議会(ＫＳＬＡ) 

ホール 

1４:４0～15:10 
協賛会社 
メッセージ 

日本事務器株式会社、株式会社ブレインテック、 

ユニバーサル・ビジネス・テクノロジー株式会社 

15:10～15:30 休 憩  

15:30～16:30 

 

記念講演 
 

 
神 代  浩 氏（東京国立近代美術館館長） 

『最近恋をしていますか』 

 
文部科学省で社会教育課長をしていたとき、図書館に対する

世間の意識を変えようと、図書館海援隊を立ち上げました。そ
の後「つながる図書館」というタイトルの本が話題になり、私
も図書館に関わる様々な人々とつながってきました。昨年思い
がけず東京国立美術館の館長となり、専図協ともご縁ができま
した。もちろん美術館に関わる人々ともつながっています。そ
の上で最近思うのです。つながっているだけでいいのだろう
か、と。 
 

16:30～17:00 休 憩 会場移動  

17:00～18:00 交流会 会員相互と協賛会社のとの交流の場 un café 



 

 

６ 

月 

２８ 

日 

 

（木） 

時 間 行  事  内  容 

 

 

 

 

 

10:00 

 

 

 

 

12:00 

第１分科会 第２分科会 第３分科会 

利用者のアウトプットを 

促進する情報リテラシー 

著作権法をめぐる最新の動向 

２０１８ 
専門図書館をうまく活用するには 

 

・梅澤貴典氏（中央大学職員） 

 

演題：「事実（ファクト）と論

拠（エビデンス）を探究する情

報リテラシー」 

 

 

 

 

 

・澤田将史氏（文化庁著作権課 

著作権調査官） 

第 1部「著作権法の一部を改正

する法律案～第 196回国会（平

成 30年 1月～）における文部科

学省提出案～」 

 

第 2部「日常業務の著作権 Q&A」 

 

1.青柳英治氏（明治大学） 

演題：「専門情報機関の探し方」 

 

 

2.中谷俊介氏（株式会社電通） 

演題：「日々のビジネスにおける

レフェラルサービスの活用」 

 

 

 

12:00 

 
13:30 

昼 食  

 

 

 

 

 

 

13:30 

 

 

 
 

 

 
16:00 

第４分科会 第５分科会 第６分科会 

研究成果の発信力強化に向け

て：今図書館ができること 

専門図書館と 

デジタルアーカイブ 

専門図書館をジェンダーの視点

で考える～連携の構築を 

キーワードとして～ 

 

1.高橋菜奈子氏（千葉大学附属

図書館） 

演題：「JPCOARスキーマによる

学術成果流通の向上～オープ

ンアクセス方針策定の広がり

をうけて～」 

 

2.谷藤幹子氏（（国研）物質・

材料研究機構） 

演題：「リポジトリのこれまで、

これから - データを持つ

SAMURAI時代とは」 

 

3.光森美奈子氏（（国研）海洋

開発研究機構） 

演題：「海洋研究開発機構にお

ける研究開発成果の発信」 

 

 

1.時実象一氏(東京大学大学

院情報学環 高等客員研究

員) 

演題：「デジタルアーカイブの

全般動向」 

 

2.数藤雅彦氏（五常法律会計

事務所 弁護士） 

演題：「図書館資料のデジタル

化と公開における権利処理」 

 

3.井上さやか氏、若狭正俊氏

（渋沢栄一記念財団情報資源

センター） 

演題：「渋沢栄一記念財団にお

けるデジタルアーカイブの構

築」 

 

1.青木玲子氏（国立女性教育会

館客員研究員） 

演題：「専門図書館をジェンダ

ー視点で考える」 

 

2.事例発表機関  

・東海ジェンダー研究所 

  西山惠美氏 

・東京大学工学・情報理工学図

書館 

  市村櫻子氏 

・防災専門図書館 

  矢野陽子氏 

・日本女性学習財団 

  黒澤あずさ氏 

～ 

～ 
 

～ 


